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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第６期 

第２四半期累計期間 
第５期 

会計期間 
自2020年４月１日 
至2020年９月30日 

自2019年４月１日 
至2020年３月31日 

売上高 （千円） 912,960 2,983,411 

経常利益 （千円） 169,123 210,503 

四半期（当期）純利益 （千円） 111,241 140,930 

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － 

資本金 （千円） 36,625 36,625 

発行済株式総数 （株） 663,000 663,000 

純資産額 （千円） 565,634 454,392 

総資産額 （千円） 949,145 910,105 

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 167.79 212.56 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益 
（円） － － 

１株当たり配当額 （円） － － 

自己資本比率 （％） 59.5 49.9 

営業活動によるキャッシュ・ 

フロー 
（千円） 122,402 291,016 

投資活動によるキャッシュ・ 

フロー 
（千円） △12,959 △7,457 

財務活動によるキャッシュ・ 

フロー 
（千円） △8,400 △42,112 

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高 
（千円） 615,332 514,289 

 

回次 
第６期 

第２四半期会計期間 

会計期間 
自2020年７月１日 
至2020年９月30日 

１株当たり四半期純利益 （円） 78.20 

 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。 

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。 

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在していないため、記載しておりません。 

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上

場であるため、期中平均株価が把握できないことから記載しておりません。

５．当社は、第５期第２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、第５期第２四半期累

計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。 

 

２【事業の内容】

 当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、新規上場申請のための有価証券報告書

（Ⅰの部）に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、前第

２四半期累計期間については四半期財務諸表を作成していないため、前年同四半期累計期間との比較分析は行ってお

りません。

 

(1）業績の状況 

①全般的概況

 当第２四半期累計期間（2020年４月１日～2020年９月30日）における我が国経済は、長期化する米中貿易摩擦

の深刻化に加え、新型コロナウイルス感染症が世界的に猛威を振るう影響によって経済の回復が難航しており、

先行きは依然厳しい状況にあります。このような環境のもと、当社では、マルチリンガルCRM事業においてはイ

ンバウンド需要の悪化に伴い多言語事業に係る業務の受注が低下しております。一方、自治体及び民間企業によ

る新型コロナウイルス対応窓口業務や、コロナウイルス禍によって需要が喚起される形となった通販等における

ユーザーサポート業務の受託など、新たな業務も発生しております。セールスアウトソーシング事業において

は、主力業務であります東京電力グループへの電力切替勧奨業務が緊急事態宣言の発令により2020年４月から６

月まで休業を余儀なくされ、７月以降業務は再開されているものの、当初想定していた通常稼働時の50％程度の

獲得にとどまり、８・９月と段階的に獲得量は増加基調にありますが、未だ先行き不透明な状況が続いておりま

す。その結果、当第２四半期累計期間における売上高は912,960千円となりました。 

 費用においては、主にセールスアウトソーシング事業による東京電力グループへの電力切替勧奨業務が休業と

なったことから、係る外注費用を大幅に削減した結果、売上原価は653,469千円、販売費及び一般管理費は

99,239千円となりました。 

 上記の結果から、損益面につきましては、営業利益は160,251千円、経常利益は169,123千円、四半期純利益は

111,241千円となっております。 

 

 
当第２四半期

累計期間（千円）

売上高 912,960

営業利益 160,251

経常利益 169,123

四半期純利益 111,241

 

②セグメント別概況

 セグメント別の状況は以下のとおりであります。また、各事業分野のセグメント利益は、全社管理部門費用

99,239千円を含まない額であります。

 

・マルチリンガルCRM事業の概況

 マルチリンガルCRM事業におきましては、日本語を含む12カ国語を活用し、外国人と日本人のコミュニケーショ

ン問題を解決する多言語・通訳ソリューションを24時間365日体制で提供しております。 

 新型コロナウイルス禍発生前においては、訪日外国人観光客の増加に伴い、今まで日本語のみで顧客対応をして

いた企業の多言語化対応によって、当社の多言語化サポートを導入する取引先が拡大を続けてまいりましたが、当

第２四半期累計期間については、訪日外国人観光客の減少によって多言語によるサポートが減少傾向にあります。

しかしながら、企業のテレワーク推進による一次受付需要の発生や新型コロナウイルス対応業務など新たなニーズ

の発生から、日本語を中心としたサポート案件の引き合いが目立ってきております。 

 以上の結果、マルチリンガルＣＲＭ事業全体では、売上高は473,645千円、セグメント利益は75,420千円となり

ました。 
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当第２四半期

累計期間（千円）

売上高 473,645

セグメント利益 75,420

 

・セールスアウトソーシング事業の概況 

 セールスアウトソーシング事業では、主に当社がクライアント企業に代わって見込みユーザーに対してインサイ

ドセールス等を行っております。当第２四半期累計期間については、主力業務であります東京電力グループへの電

力切替勧奨業務が緊急事態宣言の発令により2020年４月から６月まで休業を余儀なくされた一方、同業務に係る外

注費用の発生が大幅に抑制される形となったことから、セグメント利益が発生しております。また、７月以降につ

いても想定獲得量を下回る推移でありますが、外注費用のコントロールによって利益を確保する体制が維持できて

いることから、計画通りの推移となりました。 

 以上の結果、セールスアウトソーシング事業全体では、売上高は439,314千円、セグメント利益は184,070千円と

なりました。 

 

 
当第２四半期

累計期間（千円）

売上高 439,314

セグメント利益 184,070

 

(2）財政状態の分析

資産、負債及び純資産の状況

①資産の部

 当第２四半期会計期間末における資産合計は949,145千円となり、前事業年度末に比べ39,039千円増加しており

ます。

 

（流動資産）

 当第２四半期会計期間末における流動資産は864,417千円となり、前事業年度末に比べ38,026千円増加しており

ます。これは現金及び預金が101,043千円増加し、売掛金が63,902千円減少したことによるものであります。

 

（固定資産）

 当第２四半期会計期間末における固定資産は84,727千円となり、前事業年度末に比べ1,012千円増加しておりま

す。これは有形固定資産が2,188千円増加、投資その他の資産が1,681千円増加し、無形固定資産が2,856千円減少

したことによるものであります。

 

②負債の部

 当第２四半期会計期間末における負債合計は383,510千円となり、前事業年度末に比べ72,202千円減少しており

ます。

 

（流動負債）

 当第２四半期会計期間末における流動負債は381,110千円となり、前事業年度末に比べ63,802千円減少しており

ます。これは主に買掛金が16,084千円減少、未払法人税等が27,482千円減少したことによるものであります。

 

（固定負債）

 当第２四半期会計期間末における固定負債は2,400千円となり、前事業年度末に比べ8,400千円減少しておりま

す。これは長期借入金が8,400千円減少したことによるものであります。

 

③純資産の部

 当第２四半期会計期間末における純資産合計は565,634千円となり、前事業年度末に比べ111,241千円増加してお

ります。これは利益剰余金が111,241千円増加したことによるものであります。 
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(3）キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物の増加額は101,043千円となり、現金及び現金同等物の当第

２四半期会計期末残高は615,332千円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況

とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、主に税引前四半期純利益169,123千円、

売上債権の減少による増加63,902千円、仕入債務の減少による減少16,084千円などから122,402千円の収入となり

ました。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産の取得による支出

6,526千円、敷金及び保証金の差入による支出6,557千円などから12,959千円の支出となりました。 

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、長期借入金の返済による支出8,400千円

から8,400千円の支出となりました。 

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定 

 新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシ

ュ・フローの状況の分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありませ

ん。 

 

(5）経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

 当第２四半期累計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

 当第２四半期累計期間において、当社が対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。

 

(7）研究開発活動 

 該当事項はありません。

 

(8）経営成績に重要な影響を与える要因 

 経営成績に重要な影響を与える要因として、新規上場申請のための有価証券報告書（Ⅰの部）に記載した事業等

のリスクについての重要な変更はありません。

 

(9）資本の財源及び資金の流動性についての分析 

 当社の資本の財源及び資金の流動性については、当社の資金需要の主なものは、運転資金、法人税等の支払、借

入金の返済等であり、その資金の源泉といたしましては、営業活動によるキャッシュ・フロー、金融機関からの長

期及び当座貸越による短期借入により、必要とする資金を調達しております。なお、現時点で重要な支出の予定は

ありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

(1) 業務委託契約 

相手先の名称 契約期間 契約内容 

東京電力エナジーパートナー

株式会社 

2020年10月１日から 

2021年３月31日まで 

非住宅顧客への訪問による新料金メニュー販売活動

等業務 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式 2,652,000 

計 2,652,000 

 

②【発行済株式】

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（2020年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（2020年11月16日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式 663,000 663,000 非上場 
単元株式数は100株

であります。

計 663,000 663,000 － － 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】
 

 該当事項はありません。 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高（株） 

資本金増減額 
（千円） 

資本金残高 
（千円） 

資本準備金増
減額 
（千円） 

資本準備金残
高（千円） 

2020年７月１日～ 

2020年９月30日 
－ 663,000 － 36,625 － 26,625 
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（５）【大株主の状況】

2020年９月30日現在 
 

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（株） 

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合 

（％） 

株式会社a2media 東京都中央区銀座六丁目10番１号 154,200 23.26 

下大薗 豊 東京都豊島区 78,400 11.83 

株式会社グローバルキャスト 
愛知県名古屋市中村区平池町四丁目60番12

号
76,500 11.54 

アイビスAM投資事業組合 東京都中央区銀座四丁目12番15号 55,800 8.42 

株式会社光通信 東京都豊島区西池袋一丁目４番10号 52,500 7.92 

株式会社アクセル 東京都豊島区西池袋二丁目29番16号 52,500 7.92 

株式会社ベクトル 東京都港区赤坂四丁目15番１号 33,000 4.97 

ソケット株式会社 東京都渋谷区恵比寿西二丁目17番６号 33,000 4.97 

株式会社ハローコミュニケーショ

ンズ 
東京都豊島区西池袋二丁目29番19号 27,000 4.07 

東京電力フロンティアパートナー

ズ合同会社 
東京都千代田区内幸町一丁目１番７号 25,000 3.77 

計 － 587,900 88.67 

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

2020年９月30日現在 
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） － － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式   663,000 6,630 － 

単元未満株式 － － － 

発行済株式総数 663,000 － － 

総株主の議決権 － 6,630 － 

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。 

 

2020/11/11 09:26:43／20704435_株式会社インバウンドテック_公開申請書類（第２四半期）

- 6 -



第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

 

２．監査証明について 

 当社は、株式会社東京証券取引所の「有価証券上場規程」第211条第６項の規定に基づき、金融商品取引法第193条

の２第１項の規定に準じて、第２四半期会計期間（2020年７月１日から2020年９月30日まで）及び第２四半期累計期

間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、三優監査法人による四半期レビュー

を受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について 

 当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 

 

４．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例 

 当新規上場申請のための四半期報告書は、「企業内容等開示ガイドライン24の４の７－６」の規定に準じて前年同

四半期との対比は行っておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】
 
    （単位：千円） 

 
前事業年度 

（2020年３月31日） 
当第２四半期会計期間 
（2020年９月30日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 514,289 615,332 

売掛金 304,396 240,493 

その他 7,705 8,591 

流動資産合計 826,390 864,417 

固定資産    

有形固定資産 20,270 22,458 

無形固定資産 22,093 19,237 

投資その他の資産 41,350 43,031 

固定資産合計 83,714 84,727 

資産合計 910,105 949,145 

負債の部    

流動負債    

買掛金 102,200 86,116 

短期借入金 170,000 170,000 

１年内返済予定の長期借入金 16,800 16,800 

未払法人税等 80,506 53,024 

その他 75,405 55,169 

流動負債合計 444,912 381,110 

固定負債    

長期借入金 10,800 2,400 

固定負債合計 10,800 2,400 

負債合計 455,712 383,510 

純資産の部    

株主資本    

資本金 36,625 36,625 

資本剰余金 73,288 73,288 

利益剰余金 343,818 455,060 

株主資本合計 453,732 564,974 

新株予約権 660 660 

純資産合計 454,392 565,634 

負債純資産合計 910,105 949,145 
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（２）【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】
 
  （単位：千円） 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2020年４月１日 
至 2020年９月30日） 

売上高 912,960 

売上原価 653,469 

売上総利益 259,491 

販売費及び一般管理費 ※ 99,239 

営業利益 160,251 

営業外収益  

受取利息 2 

受取給付金 8,375 

その他 1,238 

営業外収益合計 9,615 

営業外費用  

支払利息 743 

営業外費用合計 743 

経常利益 169,123 

税引前四半期純利益 169,123 

法人税、住民税及び事業税 53,024 

法人税等調整額 4,856 

法人税等合計 57,881 

四半期純利益 111,241 
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
   
  （単位：千円） 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2020年４月１日 
至 2020年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 169,123 

減価償却費 4,725 

受取利息 △2 

受取給付金 △8,375 

支払利息 743 

売上債権の増減額（△は増加） 63,902 

仕入債務の増減額（△は減少） △16,084 

その他 △18,762 

小計 195,270 

利息の受取額 2 

給付金の受取額 8,375 

利息の支払額 △738 

法人税等の支払額 △80,507 

営業活動によるキャッシュ・フロー 122,402 

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △6,526 

敷金及び保証金の差入による支出 △6,557 

敷金及び保証金の回収による収入 124 

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,959 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入金の返済による支出 △8,400 

財務活動によるキャッシュ・フロー △8,400 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 101,043 

現金及び現金同等物の期首残高 514,289 

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 615,332 
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【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2020年４月１日 
至 2020年９月30日） 

役員報酬 26,100千円 

給料及び手当 26,432 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のとお

りであります。 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2020年４月１日 
至 2020年９月30日） 

現金及び預金勘定 615,332千円 

現金及び現金同等物 615,332 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日） 

１．配当金支払額 

  該当事項はありません。 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後と

なるもの 

  該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】 

当第２四半期累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 
 

 
報告セグメント 

調整額 
（注）１ 

四半期損益 
計算書計上額 
（注）２ 

マルチリンガル 
CRM事業 

セールスアウト 
ソーシング事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 473,645 439,314 912,960 － 912,960 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
－ － － － － 

計 473,645 439,314 912,960 － 912,960 

セグメント利益 75,420 184,070 259,491 △99,239 160,251 

   （注）１．セグメント利益の調整額△99,239千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、主に管

理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 
当第２四半期累計期間 

（自 2020年４月１日 
至 2020年９月30日） 

１株当たり四半期純利益 167円79銭 

（算定上の基礎）  

四半期純利益（千円） 111,241 

普通株主に帰属しない金額（千円） － 

普通株式に係る四半期純利益（千円） 111,241 

普通株式の期中平均株式数（株） 663,000 

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前事業年度末から重要な変動があったものの概

要 

－ 

 （注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場であるた

め、期中平均株価が把握できないことから記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。 

 

２【その他】

該当事項はありません。 
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。 
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